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1. 概要 
（１）業務⽬的 

「(仮称)ふじみ衛⽣組合新リサイクルセンター施設」整備に先⽴ち、建設⽤地の基礎情報を収集する
ことを⽬的として、4 箇所（施設更新範囲内 2 箇所、範囲外周縁 2 箇所）のボーリング調査・各種試験
および解析等調査を⾏った。 
 
（２）業務概要 

業務名 ：（仮称）ふじみ衛⽣組合新リサイクルセンター施設整備に係る測量及び地質調査業務 
履⾏箇所：調布市深⼤寺東町７丁⽬５０番地３０ ふじみ衛⽣組合（次⾴図参照） 
履⾏期間：⾃）令和 4 年 12 ⽉ 24 ⽇ ⾄）令和 5 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
委託者 ：ふじみ衛⽣組合 
受託者 ：株式会社エイト⽇本技術開発 東京⽀社 

〒164-8601 東京都中野区本町五丁⽬ 33 番 11 号 
 

（３）地質調査の概要 
（１） ア ボーリング調査 機械ポーリング 4 箇所延べ深度 165m 

うち観測井  2 箇所延べ深度 40m 
（２） イ 原位置試験 

標準貫⼊試験、孔内⽔平載荷試験、現場透⽔試験(揚⽔法)、PS 検層試験 
（３） ウ 室内⼟質試験 

密度試験、含⽔⽐試験、粒度試験(沈降)、粒度試験(ふるい)、 
液性限界試験、塑性限界試験、湿潤密度試験、⼀軸圧縮試験、圧密試験 
 

 
図 調査地点略図 

R5-No.4 

R5-No.1 

R5-No.2 

R5-No.3 

施設更新範囲 
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R5-No.1 
更新範囲外 

南東側 
 
観測孔設置 
コア試料採取 

  

R5-No.2 
更新範囲内 

南 側 
 
孔内載荷試験 
現場透⽔試験 
室内⼟質試験 

  

R5-No.3 
更新範囲内 

北東側 
 
PS 検層 
孔内載荷試験 
現場透⽔試験 
室内⼟質試験 

  

R5-No.4 
更新範囲外 

北 側 
 
観測孔設置 

 
図 現地調査状況 
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2. ボーリング等調査結果 

（１）試料状況および地層区分 

 
図 地質状況（R5-No.1 地点のコア試料） 

表⼟（B) 

上総層群 
（Kc, Ks, Kg） 

東京層下部 
（Tc2, Ts, Tsps, Kg） 

東京層上部 
（Tc1, Tsg） 

ローム（Lm) 

武蔵野礫層（Mg) 
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（２）地下⽔の状況 

 

 
図 調査に伴う孔内⽔位の変動 

2/21 
観測孔設置 

3/14 
⽔位測定 

洗浄 
養⽣ 

観測孔仕上後→ 
Mg 層の⽔位 

無⽔ → 
初期確認⽔位 

←現場透⽔試験 
 Tsg 層の⽔位 

Mg 層 

Mg 層 

Tsg 層 

無⽔ → 
初期確認⽔位 
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（３）地下⽔観測孔の設置 
施設更新範囲外周縁 2 箇所について、武蔵野礫層（Mg）を対象とする地下⽔観測孔を設置した。観

測孔施⼯は、調査ボーリング完了後に、別途打撃式掘削機を使⽤して設置、施⼯後はエアリフトおよ
び⽔中ポンプによる揚⽔洗浄を⼗分に⾏った。 

 

  
図 観測孔構造図と 
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3. 各種試験結果 
（１）孔内⽔平載荷試験 

  
 
（２）現場透⽔試験 

  

孔内⽔平載荷試験 
Tc1 層の降伏圧・変形係数は、沖積粘性⼟並
みに低い。 

現場透⽔試験 
Mg 層の⽔位はほぼ同層の上⾯付近で、被圧し
ていないが、ポンプ揚⽔で⽔位低下できない
ほど透⽔性が⾼い。 
Tsg の透⽔性は Mg よりやや低く、被圧⽔頭
も Mg の⽔位より低い。 
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（３）PS 検層 
 

 

上総層群 

東京層下部 

東京層上部 

ローム 
（Lm) 

武蔵野礫層 
（Mg) 
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4. 解析等調査 
（１）地質断⾯図 
 

 
 
B：埋⼟  
1 最⼤約 9m 

・⼤部分がロームからなり、まれにコンクリート等の異物が混⼊。 
⇒⼀度⼈⼿により掘り出された履歴がある埋⼟地盤と判断される。 
・⼯学的性状はローム相当、もしくはより弱い。 

Lm：ローム  
約 9m 

・⾵成の⽕⼭灰質粘性⼟主体であるが、空隙も多い。 
・最下部に数⼗ cm の厚さで、砂混じりの部分をしばしば伴う。 
・N 値は 1 3 程度で、構造物の基礎地盤として脆弱。 

Mg：武蔵野礫層 
約 9m 

・扇状地成の礫層で、細粒分が乏しい。 
・N 値は⼤部分が 50 超、基礎地盤としての強度は⼗分期待できる。 
・未固結で透⽔性が⾼く、湧⽔対策、掘削⾯の崩壊等に注意が必要。 

Tc1・Tsg： 
東京層（上部）  
約 5m 

・いわゆる下末吉相当の礫層とそれを覆う浅海成の粘性⼟。 
・Tc1 は N 値が最⼩で 2 3 程度とぜい弱だが、厚さは 1 3m 程度。 
・Tsg は厚さ 1 2m 程度、被圧⽔位は Mg 層の⾃然⽔位より低い。 

Ts・Tc2・Tsp：
東京層（上部）  
約 8m 

・海⾯上昇期の れ⾕堆積物で、上下・側⽅への層相変化が激しい。 
・基底部付近は軽⽯が密集する中砂（Tsp）からなる。 
・洪積層としては全体に脆弱で、構造物基礎地盤としてはやや弱い。 

Kc ・ Ks ・ Kg ：
上総層群  
12m 以上 

・90 120 万年前に堆積した下部洪積層で、若⼲傾斜する地質構造を⽰す。 
・粘性⼟部（Kc）・砂部（Ks）ともにやや不均質（Ts/Tc2 と類似）。 
・粘性⼟部を含め固結が進み、基礎地盤としての強度は期待できる。 

← 南東 
道路側 

北  → 
市役所側 
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（２）設計⽤地盤定数と⽀持層・耐震設計上の基盤⾯の設定 
今回のボーリング及び各種試験結果と既往地質調査のボーリング及び各種試験結果より、調査地の

地盤定数を、下表の通りとりまとめた。 
 

図 各地層の地盤定数の提案値 
単位体積重量 粘着力 せん断抵抗角 変形係数 透水係数

記号 γt (kN/m
3
) c (kN/m

2
) φ（°） E (MN/m

2
) k (m/sec)

現世 B 2 14 10 20 6.4 1.6E-05

Lm 2 13 56 0 6.4 3.2E-04

Mg 36 21 0 37 25.2 8.2E-04

上部粘性土層 Tc1 5 16 100 0 14.0 -

礫層 Tsg 50 21 0 37 35.0 4.3E-05

第一砂層 Ts 25 18 0 34 17.5 -

下部粘性土層 Tc2 22 18 137 0 15.4 -

第二砂層 Tsp 41 19 0 34 28.7 -

粘性土層 Kc 44 18 275 0 30.8 -

軽石層 Kp 25 12 0 34 17.5 -

砂層 Ks 50 19 0 37 35.0 -

礫層 Kg 50 21 0 36 35.0 -

埋土層

更新世

ローム

武蔵野礫層

東京層

上総層群

地層区分
代表N値

地層名

 
 
 

Mg 層は修正 N 値=30 以上を⽰す部分が概ね 4〜5m 程度で分布しており、⽀持層相当の地層と判断
できる。ただし、Mg 層の最上部は N 値が 30 未満と低くなっている箇所があるので、⽀持層ラインは
Mg 層のうち、N 値 30 以上となるラインとする必要がある。 

耐震設計上の基盤⾯は、R5-No.3 地点における PS 検層の結果より、せん断弾性波速度 Vs=300m/s
程度以上を⽰す地層として、Tsg 層の上⾯に設定される（R5-No.3 地点の Tc1 層は周辺と⽐べてやや
N 値が⾼く、Vs＜300m/s となる可能性も想定されるため）。 
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（３）施設計画・設計上の留意事項等 
①地下階等の掘削深度が概ね 9m 以内で施設を計画する場合、直下に分布する武蔵野礫層（Mg）が構

造物基礎地盤になると期待される（下図⾚）。Mg 層は礫を多く含み透⽔性も⾼いため、杭基礎等を
計画する場合、その点を考慮して⼯法を選定する必要がある。 

②地下⽔で飽和した Mg 層を掘削してピット等を設置する場合、同層の透⽔性が⾼く、施⼯時の排⽔
が困難となる状況が想定される。掘削⾯の⾃⽴、周辺既存施設への影響等をも考慮すると、⽮板や
連壁等による⼟留の併⽤が必要となる可能性が⾼く、その設置⼯法についても、検討が必要となる。 

③武蔵野礫層直下の東京層の強度がやや低いため、ピット階の⽀持層は、上総層群の分布深度（概ね
地表⾯下 35m）まで深くなる可能性がある（下図ピンク）。 

④武蔵野礫層に⼟留や遮⽔壁を併⽤して排⽔を⾏う場合、周辺における地下⽔位低下や、それに伴う
地盤変位等に関しても、⼗分注意が必要と考えられる。排⽔を⾏わず場所打ちコンクリート杭等を
打設する場合は、セメント成分等の周辺地盤への拡散についても、留意が望まれる。これらの課題
に関しては、本業務で設置した周辺 2 箇所の観測孔等を使⽤して、地下⽔位・⽔質の監視を⾏いな
がら施⼯することが望まれる。 

⑤地下階等の掘削発⽣⼟は、場外にその流⽤・処分先を確保しておくことが望まれる。また R5-No.2
地点で厚く確認された埋⼟は、⼤部分が周辺の⾃然地盤（ローム）と同質のものであるが、周辺に
おける調査・対策の履歴を考慮して、その性状の把握と適正処理が求められる可能性がある。 

 
 
 

 
図 施設計画・設計上の課題 

▼ 
Mg 層の地下⽔位 

Tsg 層の ▼ 
被圧⽔位 

← 南東 
道路側 

北  → 
市役所側 

新施設 
地上建屋 

新施設 
地下階 

新施設 
ピット 地下⽔で飽和 

⾼い透⽔性 地下階の 
杭基礎 

ピット部 
の杭基礎 

⼟留め 
遮⽔壁 

埋⼟の形状と性状 
発⽣⼟の処理先 
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5. 地質調査業務のまとめ 
 
・調査地の地下は浅部より順に、ローム（約 9m）、武蔵野礫層（約 9m）、東京層上部（約 5m）、東京

層下部（5 8m 程度）、上総層群（12m 以上）に区分される。 
・表⼟・埋⼟は概ね 1m 前後であるが、局所的に地表⾯より下 9m よりも深くまで連続する。埋⼟の⼤

部分は基質部がロームからなり、過去における周辺の掘削・埋め戻しによるものと推定される。 
・武蔵野礫層は、構造物基礎地盤としての強度と厚さが期待できるが、透⽔性が⾮常に⾼い箇所がみ

られる。 
・東京層は粘⼟・砂礫・砂等が互層状で、薄い地層が不規則に変化する。粘性⼟部の強度はやや低く、

構造物基礎地盤として強度が不⾜する可能性がある。 
・上総層群は粘性⼟（固結シルト）部を含め、構造物基礎地盤としての強度が期待できる。 
・各種調査・試験の結果をふまえて、設計⽤地盤定数の提案を⾏った。 
・武蔵野礫層を対象帯⽔層とする構造の観測孔を、施設更新予定範囲を挟む南北両側に設置した。 
・以上の調査結果をまとめ、施設計画・設計上の留意事項をとりまとめた。特に武蔵野礫層の掘削に

際しては、湧⽔対策および周辺の地下⽔位・⽔質に関する留意が望まれる。 
 

以上 
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